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平成 25 年度 第 1 回 医の倫理委員会記録 

日 時：平成 25 年 5 月 8 日（水） ９時 

場 所：楠葉学舎 5 号館 3 階 大会議室 

出 席 者：覚道委員長、樫委員、諏訪委員、西川委員、川合委員、武田委員、大久保委員、松本委員 

 

議事 

１. 審査 

1）受付番号 1----＜承認＞ 

①申 請 者：福澤 美智子(看護部 看護主任)  

②課題名：大阪歯科大学附属病院における顎変形症手術後患者に対する看護師による退院指導についての検討  

③【承認となった事由】 

研究内容の問題点、提出書類全般の記載内容、提出物の漏れ等、特に問題点が見受けられなかっ

たため承認されるも、研究責任者・担当者の講習会受講番号の記載と、研究実施許可申請書 【7.

研究の概要】の項目にある本文｢～咬合および審美的改善を著しく望んでいる｣の”著しく”を”強く”

に修正するよう指示。また、研究計画書の【15.参考資料】の項目については伊藤外部委員により

提案された内容に修正するよう指導。 

 

2）受付番号 2----＜承認＞ 

①申請者：原 弓加里(歯学研究科 欠損歯列補綴咬合学専攻)   

②課題名：口蓋への刺激と計算府兄対する唾液中ストレスマーカーの種類による反応の違いについて 

③【承認となった事由】 

研究内容の問題点、提出書類全般の記載内容、提出物の漏れ等、特に問題点が見受けられなかっ

たため承認されるも、申請書類本文中にある漢字誤りを修正するよう指導(”付属病院”を”附属病院”

に、”～に変わり”を”～に代わり”に、”井野倫理委員会”を”医の倫理委員会”に修正するよう指導。

研究計画書【8.背景及び意義】の本文を”ですます調”から”～である”の文体に修正するよう指導。 

 

3）受付番号 3----＜条件付き承認＞ 

①申請者：中澤 悠里(歯学研究科 高齢者歯科学専攻)   

②課題名：高齢者における咽頭の形態学的検討 

③【承認となった事由】 

研究内容の問題点、提出書類全般の記載内容、提出物の漏れ等、特に問題点が見受けられなかっ

たため承認されるも、課題名を”高齢者における咽頭の～”から”高齢者における中咽頭の～”に修正

するよう指導。貸し出し許可証の本文に中央画像室の貸出を希望する旨が記載されているが、CT

画像データの貸出希望の内容に修正するよう指導。 

修正済の申請書類を覚道委員長にご確認いただき、承認となる。 
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2.研究計画変更の届出について 

1)研究担当者・期間の変更---≪承認≫ 

申 請 者：田中 昌博(有歯補綴咬合学講座) 

研究課題名：歯科用 CAD・CAM システムを用いたハイブリットレジンによる歯冠補綴 

承 認 番 号：大歯医倫 第 110336 号 

【承認となった事由】 

特に問題点が見受けられず、承認。 

 
3.研究終了報告書の届出について 
1)報 告 者：永田 雄己(歯科矯正学講座 助教) 

研究課題名：正常咬合者における三次元的顔面形態の性徴 

承 認 番 号：大歯医倫 第 110730 号 

 

2)報 告 者：尾崎 健太(歯学研究科 口腔外科学専攻)  

研究課題名：皮質骨骨切り術における生体力学的研究 

承 認 番 号：大歯医倫 第 110757 号 

 

3)報 告 者：大矢 卓志(歯科矯正学講座 専攻生)  

研究課題名：骨格性下顎前突症例の外科的矯正治療に伴う舌骨の位置的変化 

承 認 番 号：大歯医倫 第 110732 号 

 

4)報 告 者：西浦 亜紀(歯科矯正学講座 講師)  

研究課題名：唇顎裂・唇顎口蓋裂児の術前顎矯正治療による歯槽形態変化の分析 

承 認 番 号：大歯医倫 第 080138 号 

 

5)報 告 者：小出 武(総合診療・診断科 病院教授) 

研究課題名：高齢難聴患者に対する音声入力文字表示システムの確立の試み 

承 認 番 号：大歯医倫 第 110325 号 

 

6)報 告 者：加藤 侑(歯学研究科 歯内治療学専攻) 

研究課題名：難治性根尖性歯周炎発症機序の解明 

承 認 番 号：大歯医倫 第 100505 号 

 

4.その他 

1)抜去歯の研究の為の収集については継続審議となった。 

2)臨床研究に関する倫理指針の改定に伴い、講習会の受講番号を所持している先生方へ向けて、改めて

講習会の実施を検討することになった。 

3)次回医の倫理委員会の開催日時について 

 7 月 10 日(水) 9：00～ 楠葉学舎 5号館 3階大会議室にて開催。 

 

 


